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意
見
書
・
人
事

本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
国
、
県
、
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
全
文
は
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

意見書
全会一致で
可決

人事
全会一致で
同意

日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　

米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件･

事
故

･

犯
罪
が
戦
後
70
年
を
経
て
も
な
お
後
を

絶
た
な
い
。

　

日
米
地
位
協
定
は
安
全
保
障
体
制
や
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
50
年
以
上
の
間
、
一
度
も
改

正
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
運
用
改
善
や
環
境
補
足
協
定

の
締
結
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米

軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件･

事
故
等
か

ら
国
民
の
生
命･

財
産
と
人
権
を
守
る
に

は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
根
本
的
な
解
決

の
た
め
に
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に

見
直
す
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

提
出
者　

照
屋　

仁
士

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他

沖
縄
県
の
道
路
網
の
整
備
促
進

に
関
す
る
意
見
書

１
．那
覇
空
港
自
動
車
道(

小
禄

道
路)

、
沖
縄
西
海
岸
道
路
、

名
護
東
道
路(

数
久
田
〜

許
田
間)

、
南
部
東
道
路
及

び
ス
マ
ー
ト
・
追
加
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
ハ
シ
ゴ

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
整
備

２
．国
道
３
２
９
号
西
原
バ
イ

パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
や
主
要
交

差
点
の
改
善
整
備

３
．沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
首

里
駅
か
ら
沖
縄
自
動
車
道

ま
で
の
延
長
整
備
促
進

４
．離
島
架
橋
等
の
整
備
促
進

５
．無
電
柱
化
、
美
し
い
道
路

景
観
の
創
出
・
保
全
、
良

質
な
道
路
緑
化
等
の
推
進

提
出
者　

赤
嶺　

奈
津
江

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他 

教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

仲
村
渠
苗
子
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
教
育
委
員
に
大
城
雅
史
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の

構
成
員
で
、
教
育
や
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
等
の
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

【
教
育
委
員
会
の
構
成
】

・
赤
嶺　

幸
信 

氏
（
委
員
長
）

・
平
田　

峯
子 

氏

・
大
城　

雅
史 

氏

・
仲
宗
根
廣
美 

氏

・
赤
嶺　

正
之 

氏
（
教
育
長
）


